
 

 

 

 

 

 

 

一歩一歩の成長を確認しよう 

校 長 中屋 珠美 

  日中も湿度気温とも下がり、秋風が心地よい日が多くなりました。昨日から学校生活は標準服での生活に戻りま

した。また、本日までの中間テストも時間いっぱいまで真剣に取り組む生徒が多く、生徒の意欲を感じました。 

中間テスト後は、合唱コンクールに向けての練習が本格的に始まります。実行委員、パートリーダーを中心に各クラ

スがそのクラスらしい合唱を創り上げてくれることでしょう。練習を通して様々なトラブルがあり、それらにたいして、協

力しまとまっていく過程も合唱コンクールの醍醐味です。今年度の合唱コンクールは、全学年そろってハミングホール

で行います。生徒相互の感動はもちろん各家庭１名ですが保護者の皆様にもぜひ会場で聴いていただければと思

います。また、９月は２年生の『蓼科自然体験』、３年生の『京都・奈良への修学旅行』がありました。新型コロナ感染

症を心配していましたが、無事日程を終えることができました。いずれの学年も実行委員を中心に生徒がよく取組み、

ミッションである『スローガンを完遂』しました。今後の学校生活に今回の経験が活かされることを期待します。 

清々しい季節です。合唱コンクールや勉強、部活動など、目標に向かって努力しやすく成長できる季節です。是非

ご家庭でもお子様の成長や変化について褒めてください。わずかな変化や成長で良いのです。是非感じたことを伝

えてください。お子様は声をかけられることで、自分の成長を実感でき、次への努力につながります。 

さて、４月に実施した全国学力調査についてご報告いたします。対象は３年生、国語、数学、理科の学力テストとと

もに意識調査を行いました。紙面の都合上、主だったものをご紹介いたします。 

学力について 

国 語   『知識技能』につ

いては全国平均とほぼ同じ学

力です。課題は『A 話すこと・

聞くこと』、評価観点の『思考・

判断・表現』です。 

学年相応の基本的な知識（言

葉やその意味など）や技能を

使って、普段から話したり 

考えたりすることが必要です。 

数 学  『数と式』に課題があり、全国平均からー１０ポイント程度の学力です。小学校の算数の基礎的基本的な

知識や技能の定着が不十分な生徒が目立ち、小学校での学びを元に学んでいく中学数学は、生徒にとってより難し

く定着も不十分です。小学校の算数からつまずきを確認し、基礎的基本的な内容の定着が必要です。 

理 科  『エネルギーの領域』『知識技能』に課題があります。全国平均からー５ポイント程度差があります。日頃

の学習に基礎的基本的な『知識技能』の復習を取り入れ定着を図り、問題を解くことで『思考・判断・表現』の定着

を図りましょう。 

三中では『学力向上』を重要課題ととらえています。今年度は、全学年、全教科で指導方法の工夫改善に取り組ん

でいます。特に一人一台のパソコンや ICTを活用し、視覚的に理解しやすい授業を行ったり、調べ学習では、生徒が

課題解決のツールとして使用しています。家庭学習の課題や小テストで学習内容の定着を促し、朝学習や定期考査

前の質問教室に取り組んでいる学年もあります。また、１学期より放課後の学習教室も開催し、数学と英語を中心に

個別学習をしています。（希望者、全学年対象） また数学科は、必要な生徒に対して授業内で取り出し授業を行い、

基礎基本の復習を始めました。（２，３年） もちろん、休み時間や放課後に先生に直接質問する生徒もいます。今後も

学校として、学力向上のために全力で取り組んでいきます。学習に対する相談もいつもでも受け付けています。気に

なることがあれば、教科担当までお声がけください。 
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１０月の行事予定 

 

 ※ 予定は変更になることがあります。その際は各学年だよりなどにてご連絡いたします。 

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

1 土 第三小運動会

2 日

3 月 中間考査 ◎ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × ×

4 火 中間考査 専門中央委員会 ◎ ○ ○ 総 学 △ × ○ ○ 総 学 △ × ○ ○ 総 学 △ × 全

5 水 ２カット ◎ ① ③ ④ ⑤ × ① ③ ④ ⑤ × ① ③ ④ ⑤ × 全

6 木 安全指導
３年復習確認テスト

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ テ テ テ テ テ ⑥ 全

7 金 進路学習会③ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 進 全

8 土 第六小運動会

9 日

10 月 スポーツの日

11 火 避難訓練 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 ○ ○ ○ ○ ○ 総 全

12 水 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全

13 木 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全

14 金 × ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 全

15 土

16 日

17 月 生徒会朝礼 × 道 ○ ○ ○ ○ 総 道 ○ ○ ○ ○ 総 道 ○ ○ ○ ○ 総 全

18 火 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 ○ ○ ○ ○ ○ 総 全

19 水
教育の日東やまと

授業公開
３カット ◎ ① ② ④ ⑤ × ① ② ④ ⑤ × ① ② ④ ⑤ × 全

20 木 合唱コンクール × △ △ △ △ △ × △ △ △ △ △ × △ △ △ △ △ × ×

21 金 612345 ◎ 学 ① ② ③ ④ ⑤ 学 ① ② ③ ④ ⑤ 学 ① ② ③ ④ ⑤ 全

22 土 第五小運動会

23 日

24 月 全校朝礼 ６カット ◎ 道 ○ ○ ○ ○ × 道 ○ ○ ○ ○ × 道 ○ ○ ○ ○ × 全

25 火 ３年面談 ３年５､６カット ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 ① ② ③ ④ × × 全

26 水 ３年面談 ３年５カット ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ① ② ③ ④ × 全

27 木 ３年面談 ３年５､６カット ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ① ② ③ ④ × × 全

28 金 ３年面談 ３年５､６カット ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 ① ② ③ ④ × × 全

29 土

30 日

31 月 ３年面談 ３年５､６カット ◎ 道 ○ ○ ○ ○ 総 道 ○ ○ ○ ○ 総 道 ② ③ ④ × × 全

給
食

日 曜 学校行事
朝
学

第１学年 第２学年 第３学年



  

 放課後学習教室 >>>>>> 

放課後の時間を使って学習教室を開催しています。学習の場の提供ととも

に、個別学習による学力の向上を目指しています。なかなか学力が上がらな

い、勉強の仕方がわからないなど、学習に関する相談も受け付けます。お知ら

せを配布していますので、ご覧いただき、ご協力ください。 

 

 

～ 三中日記 ～ 
★ ２年生 長野白樺移動教室   ３年生 京都奈良修学旅行 ★ 

 2年生、3年生と続けて移動教室、修学旅行が行われました。コロナ禍にあり、宿泊行事を十

分に体験できなかったこともあり、班行動や集団宿泊に戸惑いを見せながら、互いに協力し、

共同生活を体験できました。どちらの学年も班での行動が多く、互いにコミュニケーションをと

りながら、課題に挑戦する姿が印象的でした。この体験を今後の学校生活でもしっかりと生か

してください。 

 

 

 

 



★ 担当の先生から 
第三学年 修学旅行担当 佐々木啓輔先生 

修学旅行とは三年間の答え合わせであると感じた。 

三年間真摯に向き合ってきた生徒だからこそ、その笑顔

を見られることは教員冥利に尽きる。さらに、一日をかけ

て彼らと向き合うことができるという点が何より大きいと

感じた。普段の学校生活では見られない部分で密かに

成長をしている生徒がいる。些細な変化かもしれないが、

今までの三年間の指導が実を結んだものである。彼らに

とって、そして我々にとってこの三年間がどうであったのか

を、推し量るに足る三日間であった。スローガンである

「三年間の集大成を魅せつけよう」は我々教員にとっても

大切な主題であった。 

 

 

第二学年 移動教室担当 荒井春助先生 

９月１３日から１５日までの二泊三日、長野県立科町の白樺高原に行ってきました。小学六年

生のとき、新型コロナウィルスの影響で修学旅行が中止となり、この移動教室が初めての宿

泊行事となる生徒が大多数でした。事前準備として、宿泊の班編成や、バスの座席やバスレ

クリエーション、入浴について等、検討事項が多くありましたが、生徒は熱心にかつ、楽しそう

に取り組んでいました。 

 白樺高原では、SDGｓ体験、星空ツアー、飯盒炊爨、牧

場体験等、たくさんの体験をしましたが、どの体験におい

ても、生徒たちからは「楽しかった」「いい経験ができた」

「普段話さない友人と交流を深めることができた」等、前

向きな感想が多かったです。何より、充実した表情をして

いたのが印象的でした。 

 また、急な時間変更等にも班長や室長を中心に生徒同

士で声掛け合って行動

し、生徒の成長と行動力

を実感できました。一方

で、ルールを守れない、行

動にメリハリがつけられ

ない等、今後の課題も見

えてきました。これからの

学校生活に生かしていきます。 


